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２
０
２
６
年
　
歴
史
の
岐
路
に
立
ち

　
昨
年
の
市
議
選
で
新
し
い
メ
ン
バ

ー
に
な
り
ま
し
た
。
ご
相
談
・
ご
要

望
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
世
界
で
戦
争
や
格
差
、
排
外
主
義

な
ど
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
国
が
国

連
の
半
数
を
超
え
、
生
活
向
上
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
気
候
危
機
打
開
・

差
別
禁
止
な
ど
を
求
め
る
市
民
運
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
を
前
に

進
め
る
流
れ
に
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

　
憲
法
制
定
80
周
年
。
平
和
・
民
主

主
義
・
人
権
が
花
開
く
長
岡
京
と
日

本
へ
、
今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
　

　

小原明大　　　　武山彩子
　住田初恵　中村　歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
の
選
挙
に
よ
り
新
た
に
二
名

が
加
わ
り
、
五
名
で
再
出
発
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
本
市
の
課
題
は
阪
急
長
岡
天
神
駅

周
辺
再
整
備
や
物
価
高
騰
へ
の
対
策
、

子
育
て
支
援
、
公
共
交
通
の
充
実
、

高
齢
者
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
会
派
『
輝
』
は
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
考
え
、
皆
様
の
生
活
が
少

し
で
も
良
く
な
る
よ
う
政
策
の
実
現

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 全
員
四
十
代
の
新
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　改
選
を
経
て
、
議
会
運
営
の
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
の
声
を
、
よ
り
行
政
へ
伝
え
て

い
く
こ
と
を
考
え
、
党
派
に
所
属
し

て
い
な
い
議
員
同
士
で
再
度
会
派
を

組
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
派
と
し
て
、
議
会
改
革
に
取
り

組
み
、
子
育
て
や
介
護
を
行
う
世
代

を
支
え
る
対
策
や
物
価
高
対
策
、
生

活
に
直
接
関
わ
る
問
題
を
は
じ
め
、

福
祉
、
教
育
、
環
境
、
子
育
て
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
、

提
案
・
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　 謹
賀
新
年

川口良江　　小谷宗太郎

　
昨
年
の
改
選
で
新
人
の
倉
地
議
員

と
共
に
信
任
さ
れ
、
任
期
四
年
間
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
　
　
　
　

　
公
明
党
は
『
大
衆
と
共
に
』
の
、

立
党
精
神
の
も
と
、
生
活
者
に
寄
り

添
い
生
活
者
の
視
点
で
歩
み
続
け
、

一
番
身
近
な
議
員
と
し
て
日
々
の
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
公
明
党
は
『
市
民
ひ

と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
声
』
に
耳
を

傾
け
寄
り
添
い
な
が
ら
、
長
岡
京
市

が
高
齢
者
や
弱
者
に
も
優
し
く
、
子

育
て
し
や
す
い
、
市
民
が
主
役
の
『

住
み
続
け
た
い
長
岡
京
市
』
の
構
築

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　

　謹んで新春の

お喜びを申し上げます

長
岡
京
未
来
の
会 議

　
長

上
村
　
真
造

議
　
長

上
村
　
真
造

副
議
長

住
田
　
初
恵

副
議
長

住
田
　
初
恵

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
だ
や

か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
旧
年
中
は
、
本
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米
国
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
相
互
関
税
政
策
は
世
界
経
済

に
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
や
中
東
で
の
紛
争

な
ど
、
平
和
を
維
持
す
る
国
際
的
な
協
力

が
求
め
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
市
民
生
活

の
面
で
は
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
負
担

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
政
治
面
で
は
憲

政
史
上
初
の
女
性
首
相
が
選
出
さ
れ
、
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
本
市

出
身
の
山
西
選
手
が
、
日
本
選
手
権
に
お

い
て
、
20
ｋ
ｍ
競
歩
で
世
界
記
録
を
樹
立

す
る
な
ど
私
た
ち
に
大
き
な
勇
気
や
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、
大
阪
で
「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
２

０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関

西
万
博
）
が
開
催
さ
れ
、
全
世
界
か
ら
の

最
先
端
技
術
や
知
恵
を
集
め
、
社
会
課
題

へ
の
解
決
策
の
提
示
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
１
月
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

る
市
役
所
新
庁
舎
（
２
期
）
や
、
長
岡
公

園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
大

型
整
備
事
業
が
形
と
な
り
、
市
民
の
皆
様

の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
場
が
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
市
議
会
で
は
、
10
月
よ
り
新

た
な
顔
ぶ
れ
で
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
お
い
て
一
問
一

答
方
式
を
試
行
導
入
す
る
な
ど
、
市
民
の

負
託
や
時
代
に
応
え
る
議
会
運
営
に
今
後

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
今
後
と
も
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
、
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
立
場
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　

　

会 派 抱 負の 文責は各会派にあります。

福
島
和
人

倉
地
裕
子

会
派
別
議
員
名
簿
（
○
印
は
会
派
幹
事
）

会
派
別
議
員
名
簿
（
○
印
は
会
派
幹
事
）

○ 

小
原
　
明
大

住
田
　
初
恵

中
村
　
　
歩

武
山
　
彩
子

日
本
共
産
党

長
岡
京
市
議
会
議
員
団

輝
○ 

冨
田
　
達
也

大
伴
　
　
塁

矢
野
　
淳
二

宮
小
路
康
文

平
木
　
竜
馬

か
が
や
き

○ 

柊
　
　
　
彰

木
曽
　
拓
朗

日
本
維
新
の
会

○ 

川
口
　
良
江

小
谷
宗
太
郎

長
岡
京
未
来
の
会

○ 

三
木
　
常
照

八
木
　
優
貴

中
小
路
貴
司

令
和
自
民
党
ク
ラ
ブ

○ 

田
村
　
直
義

毛
利
　
　
元

上
村
　
真
造

令
和
西
山
ク
ラ
ブ

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

天
木
み
な
み

年頭にあたって年頭にあたって

公
明
党

長
岡
京
市
議
会
議
員
団

○ 

福
島
　
和
人

倉
地
　
裕
子


